
資
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紹
介

東
流
二
絃
琴
に
関
す
る
資
料
目
録
(明
治
篇
)

重

松

恵

美

一

は
じ
め
に

東
流
二
絃
琴
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
移
る
こ
ろ
、
初
代
家
元
・
藤
舎

蘆
船
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
音
楽
流
派
で
あ
る
。
幾
度
か
の
盛
衰
を
経
て
、
二
〇
一

七
年
現
在
、
東
京
を
中
心
に
少
数
の
人
々
が
そ
の
技
と
歌
と
を
伝
え
て
い
る
。
明

治
期
か
ら
現
代
に
至
る
東
流
二
絃
琴
の
伝
承
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
献
お
よ
び

音
源
が
少
な
く
、
不
明
な
点
も
多
い
。
明
治
半
ば
以
降
、
女
性
を
中
心
に
継
承
さ

れ
て
き
た
東
流
二
絃
琴
は
、
男
性
が
家
元
を
継
承
し
て
い
く
形
態
の
音
楽
流
派
と

は
異
な
り
、
そ
の
文
化
的
命
脈
を
保
つ
た
め
に
苦
心
を
重
ね
て
き
た(1)。
文
献
や
音

源
が
少
な
い
こ
と
も
、
女
性
の
継
承
す
る
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
た
事
態

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
東
京
の
一
部
地
域
(浅
草
な
ど
)に
伝
承

さ
れ
た
流
派
で
あ
っ
た
た
め
に
、
関
東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲
の
影
響
も
大
き
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

近
年
、
作
家
・
石
川
淳
に
関
す
る
研
究
の
進
展
の
中
で
、
石
川
の
祖
母
・
斯
波

ま
さ
が
、
昭
和
の
初
め
こ
ろ
、
東
流
二
絃
琴
の
家
元
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た(2)。
斯
波
ま
さ
は
二
絃
琴
関
連
資
料
に
お
い
て
は
没
年
不
明
と
さ
れ
て
お
り(3)、

ま
さ
の
没
後
に
本
格
的
な
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
孫
・
石
川
淳
の
存
在
は
、

二
絃
琴
関
係
者
に
は
知
ら
れ
ず
に
き
た
よ
う
で
あ
る
。
石
川
は
自
ら
の
生
地
や
係

累
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
な
い
作
家
で
あ
っ
た
が
、
生
地
・
浅
草
の
文
化
的
背
景

と
石
川
文
学
と
の
関
わ
り
は
、
い
ず
れ
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
東
流
二
絃
琴
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
文
献
と
し
て
、
町
田
佳
聲
⽛
遊
び

の
上
に
成
立
し
た
東
流
二
弦
琴
百
年
の
浮
沈
⽜
(一
九
七
五
年
)
(4
)、
お
よ
び
、⽝
台
東

区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞
(二
〇
〇
四
年
)
(5
)が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
稿
作
成
時

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
っ
た
。
ま
た
、
現
在
、
東
流
二
絃
琴
東
会
の
代
表
で
あ

る
藤
舎
蘆
柯
氏
か
ら
数
々
の
貴
重
な
資
料
を
ご
提
示
い
た
だ
き
、
多
岐
に
渡
り
ご

教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
記
し
て
謝
意
と
し
た
い
。

本
稿
は
、
明
治
期
の
日
本
音
楽
と
諸
芸
、
諸
学
の
関
わ
り
の
一
端
を
示
し
、
音

楽
研
究
と
文
学
研
究
の
狭
間
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
目

録
と
し
て
不
備
の
多
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
各
方
面
か
ら
の
ご
指
摘
を
期
し
て
、
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以
下
、
資
料
紹
介
に
移
る
。

二

資
料
目
録

資
料
紹
介
の
順
序
は
、
掲
載
誌
紙
の
発
行
年
月
日
に
よ
る
。

各
資
料
に
つ
い
て
、
発
行
年
月
日
、
著
者
名
、
資
料
題
名
、
掲
載
誌
紙
名
(お

よ
び
巻
号
)、
出
版
社
名
(出
版
人
名
)、
概
要
、
注
を
記
す
。
注
は
省
略
す
る
こ
と

が
あ
る
。
新
聞
記
事
な
ど
執
筆
者
不
明
の
場
合
は
著
者
名
を
記
載
し
な
い
。

概
要
の
項
目
で
は
、
人
名
、
曲
名
に
関
す
る
情
報
を
出
来
る
限
り
取
り
上
げ
る
。

人
名
録
や
広
告
に
お
け
る
住
所
表
記
は
町
名
ま
で
の
記
載
と
し
、
番
地
は
省
略
し

た
。
旧
字
旧
か
な
は
適
宜
新
字
新
か
な
に
代
え
た
が
、
人
名
地
名
は
な
る
べ
く
原

型
を
留
め
て
旧
字
や
略
字
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。⽛
蘆
／
芦
⽜
お
よ
び
⽛
絃
／
弦
⽜

の
表
記
の
違
い
も
、
原
文
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
句
読
点
お
よ
び
濁
点
を
適
宜
補

い
、
ル
ビ
は
省
略
も
し
く
は
(
)で
示
し
た
。

一
八
七
五
年
(明
治
八
)十
月

西
村
隼
太
郎
編
⽝
諸
芸
人
名
録
⽞
丸
屋
善
七

《
概
要
》
芸
能
関
係
の
納
税
者
の
人
名
録
。⽛
二
絃
琴
之
部
⽜
後
半
に
東
流
二
絃

琴
家
元
と
名
取
た
ち
の
名
が
見
え
る
。⽛
浅
草
須
賀
丁

東
流
家
元

藤
舎
芦
舩

／

芝
枩
元
丁
一
丁
目

豊
芦
舘

／

巣
鴨
庚
申
塚
丁

藤
舎
芦
集

／

芝

枩
元
丁

藤
舎
芦
春

／

佐
久
間
丁

藤
舎
芦
曲

／

浅
草
福
井
丁

藤
舎

芦
風

／

馬
喰
丁

藤
舎
芦
若

／

元
柳
丁

藤
舎
芦
光

／

伊
勢
丁

藤
舎
芦
生

／

南
八
丁
堀

藤
舎
芦
葉

／

住
吉
丁

藤
舎
芦
水
⽜

《
注
》⽛
二
絃
琴
之
部
⽜
は
、⽛
大
岸
元
楚
⽜
(元
琴
)以
下
二
十
一
名
と
、
藤

舎
蘆
船
(芦
舩
)以
下
十
名
の
東
流
と
を
分
け
て
掲
載
し
て
い
る
。
大
岸
元
琴

は
八
雲
琴
を
東
京
に
広
め
た
人
物
。
藤
舎
蘆
船
は
大
岸
元
琴
に
八
雲
琴
を
習

っ
た
の
ち
、
独
立
し
て
東
流
を
立
て
た
。
町
田
佳
聲
(一
九
七
五
年
)は
⽛
豊

蘆
館
(略
)だ
け
が
藤
舎
姓
を
名
乗
っ
て
い
な
い
⽜
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ

の
蘆
館
は
元
幕
府
高
家
で
国
学
者
の
中
条
信
礼
(別
号
・
神
随
舎
)と
推
察
さ

れ
る
。
蘆
館
と
蘆
春
の
住
所
⽛
芝
枩
元
丁
⽜
は
芝
松
本
町
で
あ
ろ
う
。

一
八
七
九
年
(明
治
十
二
)十
一
月

藤
舎
芦
雪
編
⽝
東
流
唱
歌

糸
の
調
⽞
藤
舎
芦
榮

《
概
要
》
藤
舎
芦
船
の
序
、
成
島
柳
北
の
序
。
東
流
唱
歌
二
十
五
曲
の
歌
詞
を
収

録
。
収
録
曲
は
、
初
調
、
緑
の
寿
、
初
秋
、
鶯
、
雪
月
花
、
歌
の
曲
、
小
松
引
、

春
の
山
、
雁
の
文
、
後
の
朝
、
春
の
恵
、
夏
の
恵
、
秋
の
恵
、
冬
の
恵
、
東
の
栄
、

和
合
楽
、
高
砂
、
弓
八
幡
、
太
平
楽
、
松
の
蔭
、
秋
の
調
、
角
田
川
、
梅
が
し
る

べ
、
四
季
の
今
様
、
鶴
の
舞
。
柳
北
の
序
は
次
の
通
り
(句
読
点
と
濁
点
を
補
い
翻

刻
し
た
)。⽛
四
絃
一
聲
き
ぬ
を
裂
く
と
／
白
香
山
が
涙
う
か
べ
て
き
き
し
／
よ
つ

の
緒
も
、
け
の
う
た
こ
め
る
／
時
の
ふ
し
謡
い
つ
つ
弾
く
み
す
／
じ
の
線
も
、
聴

く
人
の
こ
こ
ろ
ご
こ
ろ
／
に
は
あ
れ
ど
、
い
か
で
其
趣
を
殊
／
に
す
べ
き
。
ま
し

て
此
二
絃
の
／
優
に
や
さ
し
き
ふ
し
を
春
雨
／
の
あ
し
た
秋
風
の
夕
に
奏
し
／
た

ら
ん
に
か
、
い
か
な
る
心
検
き
人
々
／
も
憐
れ
憐
れ
と
袖
し
ぼ
り
て
き
／
か
ざ
ら

ん
や
。
や
つ
が
れ
糸
竹
／
の
道
に
疎
け
れ
ど
聴
く
こ
と
／
の
み
は
源
々
好
む
よ
り
、

蘆
栄
子
／
の
請
は
る
る
ま
ま
に
、
稲
舟
の
い
な
／
ま
ず
し
て
、
る
る
書
き
流
し
／

侍
る
。
／
一
す
じ
は
月
に
も
か
け
て
／
ひ
と
筋
は
花
に
調
ぶ
る
／
い
と
面
し
ろ
や
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／
明
治
己
卯
の
冬
／
な
る
し
ま
柳
北
識
す
⽜

《
注
》
全
二
十
五
曲
は
⽝
東
流
二
絃
琴
唱
歌
集
⽞
(一
八
八
五
年
)に
再
録
。

編
輯
人
・
芦
雪
の
住
所
表
記
は
⽛
麻
布
区
森
元
丁
(略
)⽜。
出
版
人
・
芦
榮

の
住
所
は
、⽝
万
家
肖
像
雅
名
集
⽞
(一
八
八
四
年
)の
藤
舎
芦
英
と
番
地
ま
で

同
じ
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
芦
榮
か
ら
芦
英
に
漢
字

表
記
を
変
更
し
た
か
、
あ
る
い
は
榮
と
英
の
い
ず
れ
か
が
誤
記
な
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
柳
北
⽛
序
⽜
に
あ
る
⽛
稲
舟
⽜
は
蘆
船
の
別
号
で
あ
る
。

一
八
八
一
年
(明
治
十
四
)五
月
六
日

［
無
題
］⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
二
頁

《
概
要
》
当
該
記
事
は
以
下
の
通
り
。⽛
芝
公
園
地
の
ẃ
池
弁
天
の
開
帳
に
付
て
、

昨
日
ハ
芝
の
富
士
講
社
が
参
詣
に
押
出
し
、
今
日
ハ
藤
舎
蘆
雪
(ふ
ぢ
の
や
ろ
せ

つ
)の
門
弟
中
よ
り
二
絃
琴
の
奉
納
が
有
り
、
其
外
、
手
品
、
道
化
、
茶
番
等
あ

り
て
、
な
か
な
か
賑
か
で
あ
り
ま
し
と
⽜

一
八
八
四
年
(明
治
十
七
)十
二
月

扇
田
豊
治
郎
編
、
立
斎
広
重
［
注
：
歌
川
広
重
二
世
］
画
⽝
万
家
肖
像
雅
名
集

音
曲
之
部
⽞
名
塩
貞
ほ
か

《
概
要
》
音
曲
関
係
者
の
肖
像
画
集
。
二
絃
琴
奏
者
に
つ
い
て
は
、
五
名
の
住
所
、

氏
名
、
肖
像
画
、
和
歌
を
掲
載
。⽛
浅
草
区
新
須
賀
町
(略
)
藤
舎
芦
舩
⽜⽛
日
本

橋
区
駿
河
町
(略
)
藤
舎
芦
琴
⽜⽛
芝
区
森
本
町
(略
)
藤
舎
芦
春
⽜⽛
京
橋
区
南

鍋
町
(略
)
藤
舎
芦
英
⽜⽛
神
田
区
中
猿
楽
町
(略
)
藤
舎
芦
海
⽜

《
注
》⽝
台
東
区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞
に
翻
刻
掲
載
。⽛
芝
区
森
本

町
⽜
が
芝
松
本
町
の
誤
記
で
な
く
芝
森
元
町
で
あ
る
な
ら
ば
、⽝
糸
の
調
⽞

掲
載
の
蘆
雪
の
住
所
と
番
地
ま
で
同
じ
で
あ
り
、
蘆
春
と
蘆
雪
が
親
族
で
あ

っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
。

一
八
八
五
年
(明
治
十
八
)四
月

加
藤
蘆
船
[注
：
藤
舎
蘆
船
]
編
、
⼨東
流
二
絃
琴
唱
歌
集
⼩
杉
剛
英
、
高
橋
源
助

《
概
要
》
前
田
斎
泰
の
号
辞
、
福
羽
美
静
の
祝
詠
。
藤
舎
蘆
雪
、
藤
舎
蘆
船
、
藤

舎
蘆
賢
の
序
。
東
流
唱
歌
九
十
五
曲
を
掲
載
。
う
ち
九
十
二
曲
は
歌
詞
収
録
。
三

曲
は
⽛
奥
許
⽜
と
し
、
曲
名
の
み
掲
載
。

《
注
》⽝
台
東
区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞
に
全
文
翻
刻
掲
載
。
蘆
雪
の

名
は
以
後
見
当
た
ら
な
い
。
長
谷
川
時
雨
は
明
治
二
十
年
頃
を
回
想
し
て
、

⽛
高
弟
藤
舎
芦
雪
、
(略
)こ
の
後
継
者
が
早
折
し
な
か
っ
た
ら
、
東
流
二
絃

琴
は
も
っ
と
ひ
ろ
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
惜
し
ま
れ
て
い
た
。⽜
と
記
し
て
い

る(6)。

一
八
八
六
年
(明
治
十
九
)十
二
月
二
十
三
日

北
川
堂
⽛
楽
器
広
告
⽜⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
四
頁

《
概
要
》⽛
琴
三
味
線
二
絃
琴
月
琴
⽜
お
よ
び
⽛
付
属
楽
器
類
一
切
⽜
を
販
売
。

⽛
京
橋
区
尾
張
町
二
丁
目
大
通
り

北
川
堂
⽜

《
注
》⽛
二
絃
琴
⽜
と
い
う
場
合
に
、
八
雲
琴
、
東
流
二
絃
琴
な
ど
の
総
称

で
あ
る
場
合
と
、
東
流
二
絃
琴
の
み
を
指
す
場
合
が
あ
る
。
こ
の
広
告
で
は

二
絃
琴
の
種
別
は
判
別
し
が
た
い
。
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一
八
八
九
年
(明
治
二
十
二
)一
月
二
十
日

加
藤
常
理
、
同
鐐
太
郎
⽛
東
流
二
絃
琴
家
元
藤
舎
蘆
船
⽜⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、

四
頁

《
概
要
》⽛
家
元
藤
舎
蘆
船
⽜
の
死
亡
広
告
。⽛
本
月
十
八
日
午
前
三
時
死
去
⽜、

⽛
来
る
二
十
日
午
後
第
二
時
本
郷
区
湯
島
⽜
出
棺
、⽛
谷
中
天
王
寺
へ
埋
葬
す
⽜。

《
注
》
常
理
と
鐐
太
郎
は
蘆
船
の
⽛
親
族
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。
常
理
は
蘆

船
の
実
子
で
あ
り
、
常
理
の
妻
の
兄
に
あ
た
る
と
い
う
本
多
利
実
が
後
に
二

代
蘆
船
と
な
る
。
な
お
、
谷
中
天
王
寺
に
現
存
す
る
蘆
船
の
墓
に
は
⽛
初
代

藤
舎
蘆
船
之
墓
⽜⽛
本
姓
加
藤
⽜⽛
明
治
二
十
二
年
一
月
十
八
日
卒
⽜⽛
常
楽

院
殿
好
音
正
律
居
士
⽜
と
あ
り
、
辞
世
の
歌
も
刻
ま
れ
て
い
る
。

同
年
一
月
二
十
四
日

⽛
東
流
の
家
元
⽜⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
朝
刊
、
四
頁

《
概
要
》
家
元
死
亡
記
事
。⽛
や
ま
と
琴
の
家
元
東
流
の
芦
廼
屋
蘆
船
(あ
し
の
や

ろ
せ
ん
)は
去
る
十
八
日
に
死
去
し
た
る
よ
り
、
今
度
五
十
有
余
名
の
門
弟
中
よ

り
堪
能
の
者
を
其
相
続
人
に
選
挙
す
る
と
の
事
⽜

《
注
》
藤
舎
蘆
船
の
名
が
⽛
芦
廼
屋
蘆
船
⽜
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
〇
年

五
月
三
日
の
⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
も
藤
舎
門
弟
の
名
を
⽛
蘆
の
舎
⽜
と
記
載
。

同
年
四
月

楊
洲
周
延
画
⽛
富
家
之
別
荘
⽜

《
概
要
》
三
人
の
女
性
を
描
い
た
三
枚
続
き
の
錦
絵
(浮
世
絵
の
多
色
刷
り
木
版
画
)

で
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
東
流
二
絃
琴
を
弾
く
女
性
。
室
内
外
の
様
子
も
女
性
た

ち
の
着
衣
も
、⽛
富
家
⽜
の
タ
イ
ト
ル
通
り
華
や
か
な
作
品
。

《
注
》
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
作
品
検
索
シ
ス
テ
ム
に
て
デ
ジ

タ
ル
公
開
。
こ
の
絵
は
⽝
日
本
国
語
大
辞
典
⽞
第
二
版
第
十
巻
(小
学
館
、
二

〇
〇
一
年
)に
、⽛
二
弦
琴
②
〈
楊
洲
周
延
画
〉⽜
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
図
版
の

元
絵
と
見
ら
れ
る
。
周
延
に
は
八
雲
琴
を
弾
く
美
人
画
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は

⽛
あ
つ
ま
二
絃
琴
⽜
(一
八
九
六
年
)と
し
て
静
岡
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。⽛
あ
つ
ま
⽜
は
⽛
あ
ず
ま
／
東
⽜
で
あ

ろ
う
が
、
二
絃
琴
の
東
流
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
錦
絵
の
シ
リ
ー
ズ
も
の

と
し
て
各
作
品
に
⽛
あ
つ
ま
⽜
を
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
八
九
〇
年
(明
治
二
十
三
)一
月

橋
本
周
延
［
注
：
楊
洲
周
延
］
画
⽛
現
世
佳
人
集
⽜

《
概
要
》
九
人
の
女
性
を
描
い
た
三
枚
続
き
の
錦
絵
で
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
東

流
二
絃
琴
を
弾
く
女
性
で
あ
り
、⽛
紳
士
令
女
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。

《
注
》
座
し
て
二
絃
琴
を
弾
く
⽛
紳
士
令
女
⽜
と
、
三
味
線
を
手
に
し
て
立

つ
⽛
芸
妓
⽜
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
付
随
す
る

階
層
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、⽛
紳
士
夫
人
⽜
は
縫
い
物
、⽛
貴

顕
令
嬢
⽜
は
生
け
花
、⽛
貴
顕
夫
人
⽜
は
短
冊
に
歌
な
ど
し
た
た
め
る
と
こ

ろ
ら
し
く
、⽛
紳
士
⽜
階
級
と
⽛
貴
顕
⽜
階
級
の
趣
味
の
違
い
も
示
さ
れ
て

い
る
。⽛
紳
士
⽜
階
級
の
女
性
の
趣
味
の
方
が
、
い
く
ら
か
実
用
的
で
、
必

要
と
あ
ら
ば
収
入
に
も
つ
な
げ
や
す
い
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、⽛
紳

士
令
女
⽜
の
姿
は
⽛
富
家
之
別
荘
⽜
(一
八
八
九
年
)の
二
絃
琴
を
弾
く
女
性

を
下
敷
き
に
し
て
、
着
物
の
柄
を
変
え
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
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戸
東
京
博
物
館
収
蔵
品
(デ
ジ
タ
ル
公
開
)。

同
年
五
月
二
日

⽛
二
絃
琴
亦ま

た

流
行
せ
ん
と
す
⽜⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
三
頁

《
概
要
》⽛
近
時
、
漢
洋
の
音
楽
、
我
国
に
入
り
、
之
を
知
ら
ざ
る
者
は
殆
ど
人

に
非
る
が
如
く
な
る
も
、
月
琴
の
如
き
は
調
子
世
話
し
く
野
卑
に
し
て
我
国
の
三

味
線
に
均
し
。
(略
)之
れ
に
反
し
夫
の
二
絃
琴
な
る
も
の
は
、
支
那
楽
器
を
折
衷

し
、
出
雲
の
大
社
に
於
て
之
を
発
明
せ
ら
れ
し
よ
し
に
て
、
国
学
者
中
、
随
分
之

れ
に
熟
し
た
る
人
々
も
あ
り
。
市
川
団
洲
［
注
：
九
代
目
市
川
団
十
郎
］
の
如
き

も
大
に
之
を
よ
く
し
、
折
々
貴
顕
の
邸
に
奏
す
る
事
も
あ
れ
ば
、
之
を
聞
く
も
の

今
は
月
琴
を
棄
て
て
此
の
二
絃
琴
を
取
ら
ん
と
す
る
の
傾
き
あ
り
と
。⽜

《
注
》
出
雲
大
社
に
て
⽛
発
明
⽜
さ
れ
た
と
は
八
雲
琴
の
こ
と
で
あ
る
が
、

団
十
郎
が
奏
し
た
の
は
東
流
二
絃
琴
で
は
な
か
っ
た
か
。
初
代
藤
舎
蘆
船
の

本
職
は
歌
舞
伎
囃
子
方
(前
職
は
観
世
流
太
鼓
方
)で
あ
り
、
団
十
郎
襲
名
公
演

(一
八
七
四
年
七
月
)な
ど
の
上
演
記
録
に
蘆
船
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る(7)。

一
八
九
五
年
(明
治
二
十
八
)九
月

大
橋
又
太
郎
［
注
：
大
橋
乙
羽
］
編
⽝
琴
曲
独
稽
古
⽞
(日
用
百
科
全
書
第
五
編
)発

行
者
：
大
橋
新
太
郎
、
発
売
元
：
博
文
館

《
概
要
》
本
書
に
つ
い
て
編
者
の
⽛
例
言
⽜
に
は
、⽛
舞
楽
の
高
尚
な
る
よ
り
俗

曲
歌
謡
の
野
卑
な
る
に
至
る
ま
で
の
一
切
を
網
羅
し
た
小
音
楽
史
と
見
る
も
可
⽜

と
あ
る
。⽛
八
雲
琴
⽜
と
別
に
⽛
二
絃
琴
⽜
の
項
目
を
立
て
、
東
流
二
絃
琴
に
つ

い
て
解
説
。
流
派
の
来
歴
の
ほ
か
、
楽
器
の
特
徴
、
八
雲
琴
と
の
曲
調
の
違
い
な

ど
解
説
。
東
流
二
絃
琴
(楽
器
)の
図
版
掲
載
。
来
歴
説
明
は
次
の
通
り
。

⽛
大
岸
氏
の
門
人
に
加
藤
蘆
舟
と
い
へ
る
人
、
音
曲
に
天
才
あ
り
て
其
技
精
工
な

る
余
り
酒
興
に
乗
じ
て
は
坊
間
の
小
唄
浄
瑠
璃
情
歌
の
類
迄
も
手
に
任
せ
て
弾
す

さ
び
け
れ
ば
、
家
元
よ
り
是
を
咎
め
て
、
八
雲
琴
は
皇
国
神
代
の
歌
を
弾
じ
て
清

浄
静
粛
な
る
神
社
奉
納
の
神
楽
と
す
る
処
然
る
を
軽
々
し
く
淫
猥
の
雑
曲
を
登
し

て
神
器
を
汚
辱
す
、
元
祖
中
山
翁
の
意
に
悖
る
甚
し
、
以
来
決
し
て
為
べ
か
ら
ず
。

と
訓
誡
せ
し
を
、
蘆
舟
笑
て
意
と
せ
ず
猶
し
ば
し
ば
戯
弾
を
事
と
せ
し
か
ば
、
家

元
も
又
再
三
詰
責
す
。
蘆
舟
答
て
、
八
雲
琴
な
る
物
は
中
山
氏
の
始
め
て
作
り
出

せ
し
処
、
誠
に
神
代
よ
り
伝
た
る
神
器
に
は
非
ず
、
只
古
代
の
名
称
を
採
て
号
し

神
代
の
歌
に
手
付
し
て
弾
唱
う
物
な
る
事
は
、
世
上
よ
く
知
る
処
。
そ
の
出
雲
の

神
託
の
如
き
は
其
技
を
神
に
し
て
凡
俗
の
信
仰
を
博
す
る
手
段
の
み
。
抑
音
曲
は

ᓔ
散
遊
伎
也
、
時
に
臨
み
興
に
乗
じ
て
は
何
事
か
は
弾
か
ざ
ら
む
。
と
て
増
々
放

縦
に
弾
散
し
け
れ
ば
、
終
に
家
元
よ
り
破
門
た
る
べ
し
と
厳
達
す
。
蘆
舟
憤
つ
て

云
、
よ
し
よ
し
然
ら
ば
我
又
決
す
る
処
あ
り
。
と
速
に
破
門
を
諾
し
、
是
よ
り
独

立
し
て
別
に
一
家
を
な
し
、
八
雲
の
製
作
を
少
し
く
改
作
し
て
二
絃
琴
と
称
し
、

歌
曲
を
も
新
に
作
り
、
八
雲
の
反
対
に
出
で
一
も
高
尚
な
る
手
を
採
ず
し
て
専
ら

浄
瑠
璃
長
唄
の
俗
耳
に
悦
ぶ
べ
き
曲
と
な
し
て
世
に
弘
め
た
り
け
れ
ば
、
大
に
世

情
に
適
切
し
、
数
年
な
ら
ず
し
て
入
門
者
夥
し
く
頗
る
盛
大
に
な
り
て
、
一
時
八

雲
を
凌
駕
す
る
の
勢
力
に
至
し
も
、
蘆
舟
の
没
後
は
二
代
目
蘆
舟
嗣
で
門
戸
を
張

と
雖
、
勢
又
始
の
如
く
な
ら
ず
。⽜

《
注
》
東
流
二
絃
琴
の
流
派
と
し
て
の
来
歴
が
詳
細
に
綴
ら
れ
る
が
、
こ
の

項
目
の
情
報
源
お
よ
び
執
筆
者
は
不
明
。
前
記
引
用
箇
所
の
後
に
は
、⽛
去

廿
七
年
、
藤
の
や
蘆
須
賀
、
日
本
橋
俱
楽
部
に
て
二
絃
会
を
催
、
盛
会
な
り

東流二絃琴に関する資料目録(明治篇)
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し
と
云
⽜
と
小
文
字
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。
蘆
須
賀
と
は
、
長
谷
川
時
雨
の

師
で
あ
っ
た
蘆
寿
賀
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
九
〇
〇
年
(明
治
三
十
三
)五
月
三
日

⽛
二
絃
琴
の
浚
(さ
ら
い
)⽜⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
朝
刊
、
四
頁

《
概
要
》⽛
来
る
十
二
日
、
神
田
淡
路
町
萬
世
俱
楽
部
⽜
に
て
⽛
蘆
の
舎
蘆
勝
(あ

し
の
や
ろ
か
つ
)会
主
と
な
り
二
絃
琴
の
大
浚
⽜
を
す
る
。⽛
高
橋
桜
洲
氏
⽜
に
依

頼
し
た
新
曲
⽛
春
の
色
⽜
を
披
露
す
る
。
新
曲
の
歌
詞
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
一
(明
治
三
十
四
)年

島
崎
柳
塢
［
注
：
島
崎
友
輔
］
画
⽝
好
美
百
態
⽞
(第
一
巻
)画
報
社

《
概
要
》
美
人
画
二
十
五
点
を
収
録
。
目
次
に
⽛
第
二
十

二
絃
琴

袴
塚
次
郎

兵
衛
君
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
東
流
二
絃
琴
を
弾
く
女
性
の
絵
で
あ
る
。⽛
袴

塚
⽜
は
絵
の
所
蔵
者
の
名
。

一
九
〇
三
(明
治
三
十
六
)年
八
月

槐
堂
居
士
［
注
：
村
瀬
元
代
］
編
⽝
男
女
交
際
文
範

書
牘
新
案
⽞
聚
栄
堂
大
川

屋
書
店

《
概
要
》
男
女
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
手
紙
の
文
例
を
集
め
た
書
。⽛
二
絃
琴
の
稽

古
を
頼
む
文
(女
)⽜
と
⽛
右
返
事
(男
)⽜
を
収
録
。
そ
の
文
面
は
以
下
の
通
り
。

往
信
⽛
(略
)御
前
さ
ま
の
御
内
室
は
、
大
さ
う
善
く
二
絃
琴
を
調
べ
さ
せ
ら
れ
候

お
も
む
き
。
就
て
は
近
頃
何
と
も
恐
入
り
候
儀
に
は
候
へ
ど
も
、
私
娘
誰
儀
、
本

年
十
五
歳
に
相
成
候
と
こ
ろ
、
至
て
二
絃
琴
の
所
望
に
之
れ
あ
り
。
御
面
倒
な
が

ら
夜
々
に
て
も
宜
し
く
候
、
ま
ま
右
二
絃
琴
の
手
解
き
な
し
下
さ
れ
ま
じ
く
や
伺

ひ
た
く
、
若
し
御
ゆ
る
し
下
さ
れ
候
は
ば
、
孰
れ
一
両
日
中
、
罷
出
づ
べ
く
候
。

か
し
こ
。⽜

返
信
⽛
(略
)御
令
嬢
様
二
絃
琴
の
御
所
望
に
て
愚
妻
へ
右
稽
古
の
御
依
頼
に
候
処
、

愚
妻
儀
も
深
く
二
絃
琴
を
極
め
候
に
て
も
無
之
、
唯
々
一
通
の
学
び
に
候
得
ば
、

実
は
人
様
の
稽
古
な
ど
と
は
夢
に
も
想
は
ざ
る
儀
に
は
有
之
候
得
共
、
併
し
其
れ

に
て
御
承
知
の
事
に
も
候
得
ば
、
御
求
め
に
応
ず
可
く
候
。
但
し
夜
分
と
申
も
御

令
嬢
様
の
御
通
ひ
に
不
便
に
候
得
ば
、
午
後
一
二
時
頃
よ
り
な
れ
ば
何
時
に
て
も

宜
し
く
候
(略
)尤
も
日
曜
日
は
少
々
拙
者
方
に
差
支
も
有
之
候
間
、
御
休
み
の
事

と
御
承
知
被
下
度
候
。
不
一
⽜

《
注
》
こ
の
往
復
書
簡
の
中
で
語
ら
れ
る
⽛
二
絃
琴
⽜
は
八
雲
琴
か
東
流
か

不
明
だ
が
、
文
面
等
か
ら
東
流
を
想
定
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
、

文
面
を
見
る
に
、
習
う
方
も
教
え
る
方
も
生
活
に
余
裕
の
あ
る
家
庭
と
思
わ

れ
る
。
特
に
、⽛
御
内
室
⽜
こ
と
⽛
愚
妻
⽜
は
、⽛
人
様
⽜
に
⽛
稽
古
⽜
を
つ

け
る
な
ど
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
⽛
御
承
知
⽜
の

上
で
の
依
頼
で
あ
る
か
ら
と
⽛
御
求
め
に
応
ず
⽜
の
で
あ
る
。
東
流
二
絃
琴

が
専
業
の
師
匠
で
な
い
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す

好
例
と
思
わ
れ
る
。

一
九
〇
五
年
(明
治
三
十
八
)二
月

夏
目
漱
石
⽛
吾
輩
は
猫
で
あ
る
(二
)⽜
(⽝
ホ
ト
ト
ギ
ス
⽞
第
八
巻
第
五
号
)

《
概
要
》
小
説
⽛
吾
輩
は
猫
で
あ
る
⽜
全
十
一
章
の
う
ち
、
第
二
章
に
、⽛
二
絃

琴
の
師
匠
⽜
が
登
場
す
る
。
主
な
言
及
箇
所
は
以
下
の
通
り
。⽛
吾
輩
は
猫
で
は
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あ
る
が
大
抵
の
も
の
は
食
ふ
。
(略
)新
道
の
二
絃
琴
の
師
匠
の
所
の
三
毛
の
様
に

贅
沢
は
無
論
云
へ
る
身
分
で
な
い
。⽜⽛
あ
れ
で
も
も
と
は
身
分
が
大
変
好
か
つ
た

ん
だ
つ
て
。
い
つ
で
も
左
様
仰
し
や
る
の
⽜⽛
何
で
も
天
璋
院
様
の
御
祐
筆
の
妹

の
御
嫁
に
行
つ
た
先
き
の
御
か
さ
ん
の
甥
の
娘
な
ん
だ
つ
て
⽜
以
上
、
引
用
は

⽝
漱
石
全
集
⽞
第
一
巻
(岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
)に
よ
る
。

《
注
》
こ
の
作
品
に
お
け
る
二
絃
琴
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
ず
は
⽛
美
貌
家
⽜
の

三
毛
子
と
、
そ
の
鈴
の
音
の
⽛
善
い
音
⽜
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
ち
、
御

師
匠
さ
ん
の
⽛
身
分
⽜
の
話
題
に
よ
っ
て
、
上
品
で
あ
り
な
が
ら
幾
分
庶
民

的
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
へ
落
ち
着
い
て
い
る
。
作
中
の
歌
⽛
君
を
待
つ
間

の
姫
小
松
…
…
⽜
は
、⽝
東
流
二
絃
琴
唱
歌
集
⽞
(一
八
八
五
年
)収
録
曲
に
該

当
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
長
唄
か
ら
歌
詞
を
引
き
写
し
て
二
絃
琴

で
奏
さ
れ
る
⽛
鶴
亀
⽜
に
⽛
何
を
ひ
か
ま
し
姫
小
松
⽜
の
一
節
が
あ
る
。

同
年
十
二
月

村
瀬
元
代
⽝
手
紙
の
文

男
女
往
復
⽞
大
川
屋
書
店

《
概
要
》⽝
男
女
交
際
文
範
⽞
(一
九
〇
三
年
)と
同
内
容
。⽛
二
絃
琴
の
稽
古
を
頼

む
文
(女
)⽜
と
⽛
右
返
事
(男
)⽜
を
収
録
。

一
九
〇
九
年
(明
治
四
十
二
)三
月
三
十
日

⽛
二
絃
琴
指
南
⽜⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
朝
刊
、
一
頁

《
概
要
》
広
告
。⽛
懇
切
に
ご
指
南
仕
候
／
京
橋
区
築
地
(略
)／
備
前
橋
通
り

藤
舎
蘆
秀
⽜

一
九
一
一
年
(明
治
四
十
四
)十
二
月

若
月
紫
蘭
［
注
：
若
月
保
治
］⽝
東
京
年
中
行
事
⽞
下
巻
、
春
陽
堂

《
概
要
》⽛
空
也
忌
(九
月
十
一
日
)⽜
の
項
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。⽛
試

に
、
今
年
浅
草
清
島
町
の
源
空
寺
に
於
て
行
は
れ
た
模
様
を
見
る
と
、
本
堂
正
面

に
は
空
也
上
人
の
木
像
を
安
置
し
、
秋
草
の
生
花
す
が
す
が
し
き
に
徳
川
家
光
、

谷
文
晁
の
遺
墨
を
陳
列
し
、
九
月
十
一
日
の
午
前
十
一
時
か
ら
法
要
を
営
み
、
例

の
瓢
を
叩
く
拍
子
可
笑
し
き
空
也
念
仏
と
か
空
也
勇
躍
念
仏
と
か
の
外
に
、
余
興

と
し
て
鷺
流
の
狂
言
、
講
談
、
二
弦
琴
な
ど
が
有
つ
た
と
。⽜

三

お
わ
り
に

以
上
、
一
八
七
五
年
(明
治
八
)か
ら
一
九
一
一
年
(明
治
四
十
四
)ま
で
、
十
九
点

の
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
見
て
き
た
。
最
後
に
簡
単
に
情
報
を
整
理
し
て

お
き
た
い
。

東
流
二
絃
琴
の
基
盤
形
成
に
お
い
て
重
要
と
み
な
さ
れ
る
の
は
二
冊
の
唱
歌
集

で
あ
る
。
こ
れ
ら
唱
歌
集
に
は
、
成
島
柳
北
、
前
田
斎
泰
、
福
羽
美
静
の
名
が
あ

り
、
各
界
著
名
人
が
東
流
を
後
援
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
初
代
蘆
船

は
歌
舞
伎
囃
子
方
で
あ
り
、
東
流
は
歌
舞
伎
関
係
者
と
も
縁
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
例
え
ば
、
九
代
団
十
郎
が
二
絃
琴
を
弾
い
た
逸
話
と
し
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

東
流
の
来
歴
を
見
て
き
た
よ
う
に
語
る
⽝
琴
曲
独
稽
古
⽞
は
、
初
代
蘆
船
の
伝
説

的
人
物
像
の
一
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
歌
舞
伎
の
改
良
に
取
り
組
ん
だ
団
十

郎
や
、
漢
学
に
飽
き
足
ら
ず
洋
学
を
学
ん
だ
柳
北
ら
に
も
似
た
、
蘆
船
の
進
取
の

気
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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今
回
の
調
査
に
よ
り
蘆
雪
の
住
所
が
判
明
し
た
。
蘆
館
、
蘆
春
、
蘆
雪
の
三
名

が
芝
公
園
周
辺
在
住
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
唱
歌
集
編
纂
に
貢
献
し
た
蘆
雪
に

つ
い
て
は
再
評
価
が
必
要
で
あ
る
し
、
筆
頭
弟
子
の
蘆
館
が
国
学
者
中
条
信
礼
で

あ
る
な
ら
ば
、
蘆
船
の
蘆
の
字
は
蘆
館
か
ら
も
ら
い
受
け
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る
。
蘆
館
は
蘆
船
に
と
っ
て
和
歌
の
師
で
あ
り
、
二
絃
琴
曲
の
作
詞
の
師
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
流
初
期
の
活
動
拠
点
と
し
て
は
、
浅
草
(蘆
船
の
居

所
)に
加
え
、
芝
地
区
を
も
視
野
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
蘆
船
、
蘆
館
、

蘆
春
、
蘆
雪
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
調
査
対
象
と
し
た
い
。

注(1
)
町
田
佳
聲
(一
九
七
五
年
)は
初
代
蘆
船
の
弟
子
養
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。⽛
彼
は
門
弟
の
養
成
に
対
し
て
自
宅
稽
古
は
せ
ず
出
稽
古
の
み
⽜
で
あ
っ

た
。⽛
弟
子
に
し
た
の
は
何
れ
も
身
分
の
高
い
高
官
の
婦
人
令
嬢
で
あ
る
と
か
、
富

裕
商
人
な
ど
の
内
儀
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。⽜

(2
)
渡
辺
喜
一
郎
は
石
川
の
兄
の
養
女
で
あ
っ
た
今
井
孝
子
氏
ら
へ
の
取
材
に
も
と
づ

き
、
斯
波
ま
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。⽛
芦
質
(瑟
)は
七
代
目
望
月

太
左
衛
門
(歌
舞
伎
囃
子
方
)の
後
援
を
受
け
て
、
昭
和
五
年
(一
九
三
〇
)に
藤
舎
芦

船
三
代
目
を
襲
名
し
た
。
弟
子
の
発
表
会
で
共
に
演
奏
す
る
舞
台
写
真
が
残
っ
て
い

る
。⽜
(⽝
石
川
淳
伝
説
⽞
右
文
書
院
、
二
〇
一
三
年
)

(3
)
蘆
瑟
(斯
波
ま
さ
)の
没
年
に
つ
い
て
、
町
田
佳
聲
(一
九
七
五
年
)は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。⽛
こ
の
蘆
瑟
の
三
代
［
注
：
三
代
目
家
元
］
が
没
し
た
年
月
に
就
い

て
は
蘆
翠
(根
岸
千
枝
子
)も
知
ら
ず
、
遺
族
も
不
明
で
知
る
術
も
無
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
(略
)。⽜⽛
昭
和
十
二
年
五
月
十
一
日
に
浅
草
公
園
宮
戸
座
裏
の
公
園
俱
楽
部
で

四
代
家
元
主
催
、
東
流
二
弦
琴
東
会
、
伶
明
音
楽
会
後
援
で
、⽛
東
流
二
弦
琴
先
代

家
元
蘆
船
師
追
善
会
⽜
と
い
う
の
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
何
周
忌
と
か
何
回
忌

と
い
う
こ
と
が
な
い
が
多
分
三
回
忌
で
あ
ろ
う
(略
)。⽜
な
お
、
渡
辺
喜
一
郎
は
前

掲
書
所
収
の
⽛
石
川
淳
伝
記
的
年
譜
⽜
に
て
斯
波
ま
さ
の
没
年
を
昭
和
七
年
三
月
八

日
と
す
る
。
死
亡
時
は
浅
草
在
住
で
な
く
、
昭
和
五
年
五
月
に
渋
谷
・
神
泉
町
へ
移

転
、
そ
の
後
、
ま
さ
の
死
ま
で
に
⽛
上
目
黒
の
借
家
に
移
っ
て
い
た
⽜
と
い
う
。
ま

た
、⽝
音
楽
家
人
名
事
典
⽞
(日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
一
年
)は
没
年
を
昭
和

六
年
と
す
る
が
、
そ
の
典
拠
は
不
明
。

(4
)
町
田
佳
聲
⽛
遊
び
の
上
に
成
立
し
た
東
流
二
弦
琴
百
年
の
浮
沈
⽜
(藤
本
琇
丈
企

画
、
町
田
佳
聲
監
修
、
平
野
健
次
解
説
⽝
東
流
二
弦
琴
⽞
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、
Ｋ
Ｈ

Ａ
35
、
一
九
七
五
年
)

(5
)
⽝
台
東
区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞
(東
京
都
台
東
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四

年
)

(6
)
長
谷
川
時
雨
⽝
旧
聞
日
本
橋
⽞
引
用
は
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
、
底
本
は
岡
倉

書
房
刊
、
一
九
三
五
年
。

(7
)
田
村
成
義
編
⽝
続
続
歌
舞
伎
年
代
記

乾
⽞
(鳳
出
版
、
一
九
七
六
年
)
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